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１．はじめに

地質図（幅）は，植生や土壌をはぎ取った地面の下の地

層・岩石の分布を表した地図のことで，資源開発や防災・

減災，土木・建設，観光振興，環境保全対策など幅広い分

野で基礎資料として利用される国土の基本情報であり，ま

た日本列島の成り立ちや歴史を探る学術資料としても重要

である．5万分の 1の地質図幅は，産総研地質調査総合セ

ンター（以下 GSJ）が出版する地質図類の中で最も高精度の

地質図であり，日本列島を約 1300 に分割した区画ごとに

地質調査を実施し，その結果をまとめたものである．GSJ

では，地質調査のナショナルセンターとして全国各地域の

5 万分の 1 地質図幅「池田」の出版：世界第一級の 
大断層「中央構造線」が走る “ 阿波池田 ” 地域の地質 

地質を調査・研究し，地質図幅の整備を行っている．

四国北東部の香川・徳島県境に位置する「池田」地域（以

下，本地域）は，中心部に讃岐山脈が東西に延び，その南

縁には西南日本の地質を南北に二分する世界第一級の大断

層「中央構造線」がある（第 1図）．本地域は，中央構造線を

挟んだ両側の地質を観察することができるとともに，中央

構造線の活断層があるため，学術的にも地震・土砂災害の

観点からも重要な地域となっている．そこで，2015 年度

から本地域の地表踏査を開始し，述べ 252 日間の野外現

地調査に加え，岩石試料の顕微鏡観察・化学分析や放射年

代測定などの室内実験を経て，5万分の 1地質図幅「池田」

を刊行するに至った（第 2図）．
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第 1 図  

「池田」地域の位置と範囲．四国北東部の讃岐山脈と四国山地を含み，中央構造線が東西に横
切る．中央構造線は，西南日本の地質を北側の内帯と南側の外帯に二分する． 

  

第 1 図 　�「池田」地域の位置と範囲．四国北東部の讃岐山脈と四国山地を含み，中央構造線が東西に横切る．中央構造
線は，西南日本の地質を北側の内帯と南側の外帯に二分する．
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２．地質の概要

本地域の周辺では，中央構造線が西南日本の地質を北側

の内帯と南側の外帯とに二分する（第1図）．本地域内の内

帯には後期白亜紀の花崗岩・岩脈と高温低圧型変成岩類か

らなる領家コンプレックス，後期白亜紀の海成層からなる

和泉層群，中新統の瀬戸内火山岩類がある（第 3図，第 4

図）．一方，外帯には後期白亜紀〜古第三紀暁新世の低温

高圧型変成岩類からなる三波川コンプレックスが分布し，

構造的下位から小
こ ぼ け

歩危ユニット，三
み

縄
なわ

ユニット，イタノユ

ニットに区分される．下部更新統として，讃岐山脈の北麓

に三
み

豊
とよ

層群，山脈内に野
の ろ

呂内
うち

層，山脈の南麓に土
どちゅう

柱層が分

布する．三豊層群は三波川コンプレックスの変成岩類を起

源とする結晶片岩礫を含む財
さい

田
た

層，花崗岩礫を主体とする

神
こう だ

田層，和泉層群の砂岩礫を主体とする焼
やけ

尾
お

層からなる．

本地域内には地すべり堆積物が広く分布し，特に徳島県側

の讃岐山脈に大規模なものが集中する．讃岐山脈の南縁に

は上部更新統の低位段丘堆積物や完新統を変位させる中央

構造線活断層系の複数の活断層があり，讃岐山脈の北縁に

も山脈に沿うように複数の断層が走っている． 

３．地質の詳細

領家コンプレックス
領家コンプレックスは，領家花崗岩類（観音寺花崗岩）と

岩脈及び高温低圧型変成作用を受けた領家変成岩類からな

る．観音寺花崗岩は中粒の普通角閃石黒雲母花崗岩ないし

花崗閃緑岩，岩脈は珪長質岩脈と苦鉄質岩脈からなる．観

音寺花崗岩はジルコンのウラン‒鉛放射年代（U–Pb年代）が

9400万年〜8800万年前（94–88 Ma，後期白亜紀チューロ

ニアン期〜コニアシアン期）を示すことから，約 600 万年

間にわたって継続したマグマの供給によって形成された．

領家変成岩類は，そのときのマグマの高熱によってできた

変成砂岩と変成泥岩からなり，カリ長石菫青石帯の変成作

用を被っている．変成相は角閃岩相低圧亜相である．変成

砂岩中の砕屑性ジルコンのU–Pb 年代の最若年代ピークが

約 258 Ma を示すことから，原岩の堆積年代は後期ペルム

紀であり，その年代は超丹波帯構成岩類の堆積年代に対比

される． 

和泉層群
和泉層群は四国西部から近畿地方にかけて狭長な分布を

示す後期白亜紀の海成層であり，沈み込み帯に沿う大陸斜

 

第 2 図 

 5 万分の 1 地質図幅「池田」（野田ほか，2021） 
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面や前弧海盆に発達した海底扇状地の堆積物と考えられて

いる．本地域の和泉層群は不整合をともなう浅海成砂岩・

泥岩を主体とする北縁相と深海成砂岩泥岩互層を主体とす

る主部相からなる．北縁相は，領家コンプレックスの観音

寺花崗岩と不整合で接し，中礫〜大礫サイズの良く円磨さ

れた基底礫岩を伴う城
しろやま

山層とその上位の二枚貝やアンモナ

イト化石を産する厚い泥岩からなる引
ひけ

田
た

層からなる．本地

域の引田層は，アンモナイト化石帯のMetaplacenticeras 

subtilistriatum 帯に対比され，上部白亜系中部カンパニア

ン階に相当する．

本地域の主部相は滝
たき

久
く ぼ

保層と堀
ほり

田
た

層から構成され，見か

けの層厚は 10 km 以上に及ぶ．主部相は，北縁相に対し

て整合または指交関係にある（第 4図）．主に砂岩・泥岩・

珪長質凝灰岩・礫岩からなり，その量比によって滝久保層

は下位から雲
うんぺんじ

辺寺砂岩部層と足
あしろ

代泥岩部層，堀田層は名
な

頃
ごろ

砂岩部層と勝
かつうら

浦泥岩部層に区分された．本地域に分布する

主部相のうち，最下位の雲辺寺砂岩部層及び最上位の勝浦

泥岩部層の珪長質凝灰岩に含まれる砕屑性ジルコンの U–

Pb 年代は 79 Ma と 78 Ma（後期白亜紀の中期カンパニア

ン期）であり，両層の間に顕著な年代差は認められなかっ

た（Noda et al. , 2020）．このため，当時の主部相の堆積速

度が非常に大きかった，もしくは主部相に供給されたジル

コン粒子の生成に関わった火成活動の時期が限定的であっ

た可能性が考えられる．

三波川コンプレックス
本地域の三波川コンプレックスは，北から南の順にイタ

ノユニット・三縄ユニット・小歩危ユニットに区分でき，

いずれも東西走向で北に傾斜した主片理Si が発達する．�

 

第 3 図  

「池田」地域周辺の地質概略図 

  

第 3 図 　「池田」地域周辺の地質概略図
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イタノユニットは，粗粒なアルバイト斑状変晶が発達する

泥質片岩と苦鉄質片岩からなり，ざくろ石に加え黒雲母が

出現するアルバイト黒雲母帯を形成する変成作用を被って

いる．三縄ユニットは，苦鉄質片岩・珪質片岩・泥質片岩・

砂質片岩からなり，少量の蛇紋岩を伴う．小歩危ユニット

は，三縄ユニットの南（見かけ下位）に分布し，主に砂質片

岩からなり，少量の泥質片岩を伴う．三縄ユニットと小歩

危ユニットは，低変成度の緑泥石帯と高変成度のざくろ石

帯に分帯でき，緑泥石帯とざくろ石帯の境界は三縄ユニッ

トの見かけ下部に存在する．砕屑性ジルコンのU–Pb 年代

（三縄ユニット 93–81 Ma，小歩危ユニット 76–74 Ma）と

フェンジャイトの K–Ar 年代（三縄ユニット 74–65 Ma，小

歩危ユニット 65–62 Ma）から，後期白亜紀の海溝充填堆積

物がジュラ紀（約 150 Ma）の海洋地殻とともに，後期白亜

紀〜古第三紀にかけて深さ約20–35 km程度まで沈み込ん

で延性的剪断変形と低温高圧型変成作用を被ったと推定さ

れている（Nagata et al. , 2019）．

瀬戸内火山岩類
瀬戸内火山岩類は瀬戸内海とその周辺に分布する中新世

の火山岩類である．香川県では讃岐層群と呼ばれ，デイサ

イト〜流紋岩質な火山岩からなる東
ひがしおく

奥層と玄武岩質安山岩

及び安山岩からなる国
こくぶだい

分台層に区分される．本地域の瀬戸

内火山岩類は，領家コンプレックス分布域内に孤立して小

規模に分布する安山岩火山砕屑岩と安山岩溶岩からなり，

讃岐層群国分台層に対比される．

三豊層群・野呂内層・土柱層
本地域の下部更新統として，讃岐山脈北麓に三豊層群（財

田層・神田層・焼尾層），南麓に土柱層が分布しており，い

ずれも礫層を主体とする河川成堆積物である．また，讃岐

山脈内にも，小規模に分布する類似した礫層が確認され，

野呂内層と新称した．財田層は結晶片岩礫を含むこと，神

田層は花崗岩質砂礫が多いこと，焼尾層は和泉層群の砂岩

礫を主体とすることで特徴づけられる．これら3層は指交

関係にあり，焼尾層最下部の層準に 2.4–2.3Ma の広域テフ

ラ（大阪層群の研城ヶ丘 1火山灰や古琵琶湖層群の迫火山

灰）に対比される本
もとしの

篠火山灰層，財田層の中部に 1.75 Ma

の広域テフラ（恵比須峠‒福田テフラ）に対比される上河内

火山灰層が挟まれている．また三豊層群中のシルト層から

 

 

第 4 図 

 「池田」地域の地質総括図及び中央構造線の活動度履歴 

  

第 4 図　「池田」地域の地質総括図及び中央構造線の活動度履歴
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はメタセコイアなどの植物化石が産出していて，堆積年代

は前期更新世と考えられる．土柱層もメタセコイアを産出

し，三豊層群とほぼ同時代と推定される．

段丘堆積物・地すべり堆積物
本地域に分布する段丘堆積物は，堆積年代の古い順から

高位 1・高位 2・中位・低位 1・低位 2段丘堆積物に区分

され，いずれも河川成の礫層主体の地層である．中位段丘

堆積物からは阿蘇 4テフラ，低位段丘 1堆積物中からは姶

良 –Tn テフラ，低位段丘 2堆積物上からは鬼界アカホヤテ

フラが見出されている．

本地域の讃岐山脈の南部には地すべり堆積物が広く分布

し，和泉層群の地層の傾斜方向が斜面の傾斜方向と一致す

るところに多く見られる傾向がある（第 5図 A）．三好市池

田町白地の井ノ久保地すべりや池田町シンヤマの地すべり

が代表的であり，後者は吉野川左岸側（北側）の讃岐山脈の

斜面が崩壊して，右岸側（南側）に乗り上げたと考えられて

いる（第 5図 B）．

中央構造線活断層系と讃岐山脈北麓の断層
讃岐山脈の南縁には中央構造線活断層系の池田断層・箸

蔵断層・三野断層があり，いずれも第四紀の地層を切る活

断層である（第 6図）．讃岐山脈の北縁にも竹成断層・江畑

断層・樫原断層などの断層があり，このうち江畑断層が段

丘堆積物を変位させる活断層となっている．また，図幅北

西部には，丘陵地帯の地形的なリニアメントに沿って，神

田断層が走っている． 

４．「池田」地域の形成史

以上のことから，本地域の地史は，以下のようにまとめ

られる．後期白亜紀の島弧地殻では，600 万年間（94–88 

Ma）にわたって地下深部に花崗岩マグマが供給され続け，

その火成活動にともなって島弧地殻内のペルム紀付加体構

成岩類が高温低圧型変成作用を受けた（第 7図）．それと

ほぼ同じ時期（93–74 Ma）に沈み込み帯の海溝付近で堆積

した土砂が海洋プレート（ジュラ紀の苦鉄質岩）とともに

地下20–35 kmにまで沈み込んでいった．これと並行して

（79–78 Ma），島弧前縁の前弧堆積盆では，地下深部から

地表に露出した領家コンプレックスの観音寺花崗岩を不整

合に覆って，急激な堆積が起きた．後期白亜紀末期〜古第

三紀初期（74–62 Ma）に，沈み込み帯のプレート境界深部

では延性変形をともなう低温高圧型変成作用が起こり，三

波川コンプレックスの変成岩類が地下深部から上昇を始め

た．このように同時期に並行して進行した火成・変成・堆

積作用は，沈み込み帯前弧域における物質輸送の各過程を

反映していると考えられる．つまり，本地域は，地下深部

への多量のマグマ供給，島弧地殻の活発な隆起・削剥，前

弧堆積盆・海溝への土砂供給，海溝充填堆積物の地下深部

への沈み込みといった沈み込み帯の各過程で形成された異

なる種類の岩石を観察することができるため，地質学的に

重要な地域であると言える．

この後，中新世（約 15 Ma 前後）の日本海拡大期には，瀬

戸内地域を中心とする広域的な火成活動により，領家コン

34
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第 5 図　�讃岐山脈に見られる地すべり堆積物の分布．(A) 三好市太刀野山田野々付近．地層と斜面方向（北東方向）
同じ向きの斜面に大規模な地すべりが多く見られる．(B) 池田断層沿いの井ノ久保とシンヤマの地すべり． 
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第 6 図  

「池田」地域の断層．讃岐山脈の南縁には中央構造線活断層系の池田断層・箸蔵断層・三野断
層が，北縁には竹成断層・江畑断層・樫原断層が見られる．北西部の丘陵地帯には神田断層が
ある． 

  

 

 

第 7 図 「池田」地域に見られる上部白亜系基盤岩類の形成場 

第 6 図 　�「池田」地域の断層．讃岐山脈の南縁には中央構造線活断層系の池田断層・箸蔵断層・三野断層が，
北縁には竹成断層・江畑断層・樫原断層が見られる．北西部の丘陵地帯には神田断層がある．

第 7 図　 「池田」地域に見られる上部白亜系基盤岩類の形成場
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プレックス分布域に瀬戸内火山岩類が堆積した．前期更新

世（2.5 Ma 以降）には，当時の西南日本の広域的な地殻応

力場の変化に呼応して，中央構造線の活動が活発となった．

これにより，讃岐山脈が隆起を開始し，讃岐山脈の北麓と南

麓でほぼ同時期に三豊層群や土柱層が堆積した．ただし，

三豊層群財田層の堆積終了時期（約 1.3 Ma）までは香川県

側に結晶片岩礫を供給する流路があったと考えられ，それ

は隆起しつつある讃岐山脈を横切るように四国山地から北

向きに河川が流れ込んでいた可能性（植木，2001），また

は南側の三波川コンプレックスを給源とする河川が淡路島

周辺を通過した後，隆起した讃岐山脈の北縁に沿って西向

きに流れ込んでいた可能性（水野，2018）などが推定され

ている．

５．まとめ

本地域には，島弧地殻内の火成変成作用，島弧地殻表層の

堆積作用，プレート境界深部の変成作用といった異なる作

用によって，ほぼ同時期に形成された岩石が隣接して分布

するという沈み込み帯に特徴的な地質構造を示している．

「池田」図幅は，沈み込み帯に位置する日本列島の成り立ち

の解明につながる情報が詰まった重要な地域の地質図であ

るため，さまざまな種類の地質が観察できる利点を生かし

た地学教育や観光産業の基礎資料としての活用が見込まれ

る．また，活断層や地すべりなどの地震・土砂災害に対す

る防災・減災の観点からも地質図幅の利用が期待される．
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